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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
エアゾール容器から噴霧可能な製品を放出するための装置であって、スプレーヘッドと前
記スプレーヘッドのハウジング内に軸方向に変位可能に配置された管部材と、前記管部材
を前記ハウジングに対してかつ前記スプレーヘッドの作動方向に沿って後退せしめる第１
のバネと、前記エアゾール容器内に配置され、前記管部材の前記スプレーヘッドに対する
後退のために設けられた第２のバネを備えた弁と、前記作動方向に沿って直列に配置され
、それぞれ取込管路を備え、供給管を通じて前記管部材に接続され得る２つのノズルと、
を有する装置において、
前記管部材（５）には連結管路（１４）が設けられ、前記連結管路（１４）が、前記管部
材（５）の前記スプレーヘッド（３）に対する変位によって、選択的に一方の前記取込管
路（１３）だけにまたは前記取込管路（１２、１３）の両方に同時に接続され得ることに
よって、一方の前記ノズル（１１）だけがまたは同時に両方の前記ノズル（１０、１１）
が作動し得るようになっているものであることを特徴とする装置。
【請求項２】
前記連結管路（１４）は前記管部材（５）の外側領域（１６）におけるリング状凹部から
なっており、前記連結管路（１４）の前記作動方向に沿った長さは、前記取込管路（１２
、１３）の間の間隔に等しいかまたはそれより大きくなっていることを特徴とする請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
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前記ノズル（１０、１１）は互いにゼロでない一定の角度（１８）をなして配置されてい
ることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の装置。
【請求項４】
前記角度（１８）は６～２０度、好ましくは１２度となっていることを特徴とする請求項
３に記載の装置。
【請求項５】
前記第２のバネ（８）は、前記第１のバネ（６）よりも強度が弱くなるように形成されて
いることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
前記ノズル（１０、１１）は同一であることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか
に記載の装置。
【請求項７】
前記管部材（５）および前記第１のバネ（６）の間に、前記管部材（５）および前記連結
管路（１４）をシールするパッキン要素（１７）が設けられ、前記パッキン要素（１７）
はその管部材側に、前記パッキン要素（１７）の軸方向にのびる溝穴を有し、前記溝穴は
前記供給管（１５）として用いられることを特徴とする請求項１～請求項６のいずれかに
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、エアゾール容器から噴霧可能な製品を放出するための装置であって、スプレー
ヘッドとスプレーヘッドのハウジング内に軸方向に変位可能に配置された管部材と、管部
材をハウジングに対してかつスプレーヘッドの作動方向に沿って後退せしめる第１のバネ
と、エアゾール容器内に配置され、管部材のスプレーヘッドに対する後退のために設けら
れた第２のバネを備えた弁と、作動方向に沿って直列に配置され、それぞれ取込管路を備
え、供給管を通じて管部材に接続され得る２つのノズルと、を有する装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
ＵＳ４，２５７，５６０には、上述のような装置が記載されている。この装置においては
、相対的に大きな噴霧角度を有する噴霧円錐または相対的に小さな噴霧円錐を有する噴霧
円錐が、選択的に発生せしめられ得る。初期位置において、弁は閉じられ、そして、取込
管路は、管部材を相対的に大きな直径の下側のノズルに接続する。スプレーヘッドが下向
きに押されると、第２のバネが圧縮され、エアゾール容器内の弁開口が開放され、エアゾ
ール容器内の製品は、管部材、供給管および取込管路を通じて下側のノズルに導入される
。その結果、相対的に幅の広い噴霧円錐が発生せしめられる。スプレーヘッドがさらに下
向きに押されると、上側の第１のバネが圧縮され、スプレーヘッド内の供給管が上向きに
され、下側の取込管路が閉じられる。そして、エアゾール容器内の製品は、上側の取込管
路を通じて、下側のノズルに対して平行に向けられた相対的に小さな直径の上側のノズル
に導入され、それによって、相対的に幅の狭い噴霧円錐が発生せしめられる。このように
、事情に応じて選択的に、スプレーヘッドの下向き押し込み距離に依存して、より幅の広
いまたはより幅の狭い噴霧円錐が発生せしめられるようになっている。
【０００３】
さらに、ＧＢ１２６０６１６には、噴霧可能な製品が、互いに平行に向けられたノズルに
同時に供給されることによって、２つの互いに重なり合った噴霧円錐からなる楕円形の断
面を有する噴霧円錐が発生せしめられることが記載されている。
【０００４】
このように、ＵＳ４，２５７，５６０に記載された装置では、２つのノズルを同時に作動
させることはできず、その結果、互いに重なり合った噴霧円錐を生じさせることはできず
、すなわち、ほぼ楕円形の断面を有する製品の噴霧を達成することはできない。
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【０００５】
また、ＧＢ１２６０６１６に記載された装置では、個々の独立した噴霧円錐を発生させる
ことはできない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の課題は、前述のような従来の装置をさらに発展させ、単一の噴霧円
錐をまたは２つの互いに重なり合った噴霧円錐を選択的に発生せしめることができる装置
を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明によれば、エアゾール容器から噴霧可能な製品を放出す
るための装置であって、スプレーヘッドと前記スプレーヘッドのハウジング内に軸方向に
変位可能に配置された管部材と、前記管部材を前記ハウジングに対してかつ前記スプレー
ヘッドの作動方向に沿って後退せしめる第１のバネと、前記エアゾール容器内に配置され
、前記管部材の前記スプレーヘッドに対する後退のために設けられた第２のバネを備えた
弁と、前記作動方向に沿って直列に配置され、それぞれ取込管路を備え、供給管を通じて
前記管部材に接続され得る２つのノズルと、を有する装置において、前記管部材には連結
管路が設けられ、前記連結管路が、前記管部材の前記スプレーヘッドに対する変位によっ
て、選択的に一方の前記取込管路だけにまたは前記取込管路の両方に同時に接続され得る
ことによって、一方の前記ノズルだけがまたは同時に両方の前記ノズルが作動し得るよう
になっているものであることを特徴とする装置が提供される。
【０００８】
この構成によれば、管部材には供給管に接続され得る連結管路が設けられ、この連結管路
は、管部材のスプレーヘッドに対する変位によって、選択的に、一方の取込管路にだけ、
または２本の取込管路に同時に接続され、それによって、一方のノズルだけが、または同
時に両方のノズルが作動せしめられる。
【０００９】
本発明による装置によれば、単一の噴霧円錐を、または２つの互いに重なり合った噴霧円
錐を、選択的に発生せしめることができる。管部材を下向きに押すことによって、弁が開
放されたとき、連結管路は、その変位を通じて、選択的に一方の取込管路だけにまたは２
本の取込管路に接続される。望まれた噴霧形態に応じて、まず最初、一方の取込管路だけ
が弁に接続され、それに続いて、第２の取込管路がさらに弁と接続されることによって、
最初は、幅の狭い噴霧が、そしてその後、幅の広い噴霧が発生せしめられる。あるいは、
弁開口のすぐ後ろにおいて、２本の取込管路が弁に接続され、スプレーヘッドがさらに下
向きに押されたとき、連結管路は下側の取込管路から上向きに動かされ、それによって、
上側のノズルだけが製品の供給を受け、その結果、まず最初、幅の広い噴霧が発生せしめ
られ、その後、幅の狭い噴霧が発生せしめられる。幅の広い噴霧は、ヘアスプレーの場合
に使用され、相対的に広い毛髪領域が製品の噴霧を受ける。幅の狭い噴霧は、相対的狭い
毛髪領域、例えば、一房の毛髪に製品を噴霧する場合に使用され、これはとりわけ毛髪の
セットを達成する。
【００１０】
本発明の好ましい実施例が、請求項２～請求項７に記載されている。
連結管路は、それが管部材の外側領域におけるリング状凹部から形成される場合には、簡
単な方法で実現され得る。この場合、連結管路の作動方向に沿った長さは、取込管路の間
隔に等しいかまたはこれより大きくなっている（請求項２）。リング形状とすることによ
って、管部材の回転軸とは無関係に、よって、管部材の弁内における押し込み位置とは無
関係に、装置の良好な機能性が達成される。また、これによって装置の組み立てが容易に
なる。
【００１１】
ノズルがゼロでない一定の角度をなして互いに配置されることによって（請求項３）、望
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まれた噴霧範囲が達成され得る。６度～２０度の角度が、相対的に一様に広がった噴霧を
達成するのに有利である（請求項４）。最適の噴霧は、１２度の角度のときに達成される
。このとき、取り扱い容易な、ほぼ楕円形の噴霧円錐断面がもたらされる。
【００１２】
第２のバネが、第１のバネより強度が弱くなるように形成されることによって（請求項５
）、簡単な方法で、しかも、スプレーヘッドの操作の際に付加的な手段を伴うことなく、
まず最初に弁が開放され、その後、選択された噴霧が達成される。
【００１３】
同一のノズルとすることによって（請求項６）、装置の製造の際に、単一の形式のノズル
を準備することだけで十分であるという長所が得られる。
【００１４】
管部材および第１のバネの間には、管部材をシールするパッキン要素が設けられ、このパ
ッキン要素の管部材側には、パッキン要素の軸方向にのびる溝穴が形成され、この溝穴は
供給管として用いられる（請求項７）。それによって、簡単な方法で、しかも付加的な構
成要素を伴わずに、管部材の内側空間と連結管路との間の連絡が達成される。このパッキ
ン要素は、対応する配置において、連結管路と、主として第１バネとの間をシールする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して本発明の好ましい実施例について説明する。
図１に示されるように、本発明による、エアゾール容器２から噴霧可能な製品を放出する
ための装置１は、スプレーヘッド３と、ハウジング４内に軸方向に変位可能に配置された
管部材５とを有している。管部材５は、スプレーヘッド３内の第１の上側のバネ６の作用
によって、ハウジング４に対してかつスプレーヘッド３の作動方向に沿って、変位可能に
なっている。エアゾール容器２の内部の弁７は、第２のバネ８を有し、この第２のバネ８
は、第１のバネ６よりも強度が弱くなるように形成されている。第２のバネ８はまた、弁
ハウジング９内にはめ込まれ、管部材５を上向きに押し付けるようになっている。２つの
上下に並んで配置されたノズル１０、１１は、それぞれ取込管路１２、１３を備えている
。取込管路１２、１３は、連結管路１４および供給管１５を通じて、管部材５の内側空間
に接続され、または接続され得るようになっている。連結管路１４は、管部材５のスプレ
ーヘッド３に対する変位に応じて、選択的に、１本の取込管路１３にだけ、または同時に
２本の取込管路１２、１３に接続され得るようになっており、それによって、１つのノズ
ル１１だけが、または同時に２つノズル１０、１１が作動せしめられるようになっている
。
【００１６】
連結管路１４は、管部材５の外側領域１６におけるリング状凹部からなっており、その作
動方向に沿った長さは、取込管路１２、１３の間の間隔よりわずかに大きくなっている。
【００１７】
管部材５および第１のバネ６の間には、管部材および連結管路１４をシールするパッキン
要素１７が設けられている。パッキン要素１７の管部材５に向き合う側には、パッキン要
素１７の軸方向にのび、供給管１５として用いられる溝孔が設けられている。
【００１８】
同一のノズル１０、１１が、１８～１２度の角度をなして互いに向き合うように設けられ
ている。
【００１９】
初期位置（図１参照）において、弁７は閉じられており、この場合、弁開口１９はリング
状パッキン２０によって閉じられ、連結管路１４は下側の取込管路１３だけに接続されて
いる。
【００２０】
スプレーヘッド３が実質上下向きに押されると（図２参照）、上側のバネ６は強度が強く
なるように形成されているので、下側のバネ８だけが圧縮され、上側のバネ６はその状態
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初期位置に保持される。エアゾール容器２内に存在する（図示されない）製品は、弁開口
１９、管部材５、供給管１５、連結管路１４および下側の取込管路１３を通じて、下側の
ノズル１１に導入され、そしてそこから、水平な軸を有する図示されない噴霧円錐の形状
に噴霧される。
【００２１】
スプレーヘッド３がさらに下向きに押されると（図３参照）、下側のノズル１１からの噴
霧円錐に加えて、同様の、しかしながら水平方向に対して１２度の角度で上向きに向けら
れた噴霧円錐が発生せしめられ、この噴霧円錐は、下側の噴霧円錐と重なり合って相対的
に広い幅の組み合わされた噴霧を生じさせる。このさらなる下向きの押し付けの間に、下
側のバネ８は、その圧縮された状態に保持され、一方、上側のバネ６は、最終的に連結管
路１４が取込管路１２、１３と互いに接続されるまで圧縮される。その結果、両方のノズ
ル１０、１１から製品が同時に放出され得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施例によるエアゾール容器から噴霧可能な製品を放出させるための
装置の垂直断面図であり、弁が閉じられ、弁開口はリング状パッキンによって閉じられ、
連結管路が下側の取込管路だけに接続された初期状態を示した図である。
【図２】図１に類似の垂直断面図であるが、スプレーヘッドが実質上下向きに押し込まれ
、弁が開放されて、製品が下側のノズルから放出される状態を示した図である。
【図３】図２に類似した垂直断面図であるが、スプレーヘッドがさらに下向きに押し込ま
れ、リング状連結管路が同時に２つのノズルに製品を供給可能な位置にある状態を示した
図である。
【符号の説明】
１　装置
２　エアゾール容器
３　スプレーヘッド
４　ハウジング
５　管部材
６　第１のバネ
７　弁
８　第２のバネ
９　弁ハウジング
１０、１１　ノズル
１２、１３　取込管路
１４　連結管路
１５　供給管
１６　外側領域
１７　パッキン要素
１８　角度
１９　弁開口
２０　パッキン
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